
令和５年４月

１． 平成13年度

２．  体制 （令和５年４月現在）
（１名） ：運営全般に関する責任者
（１名） ：運営に係る事務全般の総括を担当（資金前渡主任、分任契約担当者）
（１名） ：大学から派遣される事務職員（国際学術交流研修生*）

３．活動目的

４．主な活動内容
(1) 海外の学術振興機関との協議その他の連携

・   

(2) 研究者招聘事業その他の振興会事業の海外における実施

・ 研究者招聘事業の実施や関係機関との連絡調整

・ 大学等における事業説明会の実施

(3)

・ 国際協力員の受け入れ、および国際実務研修の実施

・ JANET（在欧日本学術拠点ネットワーク）の継続的な活動支援

・ 日本からの来訪者（大学等職員、研究者等）の対応

(4) 日本人研究者も含めた現地のネットワーク構築とフォローアップ活動

・ JSPS同窓会活動の支援

・ 在仏日本人研究者のネットワーク構築

(5) シンポジウムの実施等による我が国の学術情報の発信や海外の学術動向などに関する情報収集

・ 学術シンポジウムの実施

・   

(6) その他

５．  ホームページ
http://jsps.unistra.fr/

　　　日本学術振興会ストラスブール研究連絡センター概要

設立年
住所

センター長
副センター長

大学等の海外活動拠点の構築や大学職員の海外研修の実施等を通じた我が国の大学等の海外活動展
開の協力・支援

日本の研究動向にかかる情報発信と、海外の学術動向等に関する情報収集

Maison Universitaire France-Japon, 42a, Avenue de la Forêt Noire, 67000 Strasbourg,
FRANCE

国際協力員

日本とフランスおよび周辺国等との学術交流を促進することを目的とし、対象国の学術振興機関や大学
等との連携、本会事業経験者のネットワーク作り、日本の大学の海外活動支援、学術動向把握等の活動
を行う。

CNRS、ANR、Inserm、Inrae、Inria、EUCOR（ライン上流7大学連盟）、HFSPO、Kastler財団等との協議

* 大学等の職員を対象として、国際交流に関する幅広い見識と高度な実務能力を有する専門的な職員の養成を目的とした国際学術交流
研修を行っています。受講者は、JSPS東京本部における国際学術交流の実務研修（１年間）、JSPS海外研究連絡センターにおける海外実
務研修（１年間）計２年間の研修を受講します。




